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胃癌と酪酸ナトリウム
加　藤　淳　二＊
　少し耳慣れない物質と思われますが，酪酸ナ
トリウムは，実は私達が日常よく口にしている
チーズ，バターなどの乳製品に含まれている直
鎖脂肪酸の一つです。また，この物質は，野菜
や穀物などの食物繊維が腸内細菌の作用により
分解・発酵される過程でも生成されています。
10年程前から機序は不明ですが，酪酸ナトリウ
ムにはある種の癌細胞や白血病細胞の分化を誘
導したり，増殖を抑制する作用があることが知
られております。
　衆知のように，現在の日本では，3人に1人
は癌で死亡していますが，その癌の発生部位は
変遷してきております。例えば以前は日本で肺
癌が多く大腸癌が少ない，欧米では逆に大腸癌
が多く胃癌が少ない，といった事実がありまし
た。しかし，最近では日本でも胃癌が減少し，
大腸癌が増加してきており，欧米のパターンを
示しています。その理由の一つとして，食生活
の欧米化が挙げられますが，具体的にどのよう
な成分が関係するのかは明らかでありません。
　筆者の所属する教室では，各種消化器疾患を
中心に診療および研究を行なっております。や
はり，進行した胃癌は大変予後が悪く摺ってい
るのが現状であります。筆者らのグループは胃
癌の病態生理に関する研究に携わっているわけ
ですが，日本の食習慣の欧米化で変化した乳製
品の摂取増加と胃癌の発生率が減少してきたこ
とが関係する可能性を想定しました。そこで；
前述の酪酸ナトリウムが浮上してまいりまし
た。つまり，酪酸ナトリウムに胃癌の発癌抑制
作用があるのではないかと推測したわけです。
また，癌化した胃癌細胞は，その抑制作用から
逃れる術を獲得している可能性があります。
　ところで，癌の発生過程には細胞内における
複数の遺伝子変化の蓄積（多段階発癌）が重要
です。その中でも，胃癌においては癌抑制遺伝
子であるp53に高頻度（約70％）に遺伝子異常
が存在することが判っています。
　そこで，酪酸ナトリウムが正常のp53を活性
化して，細胞の増殖を抑制するという仮説のも
とに研究を開始しました。その結果，p53遺伝
子を完全に欠失している胃癌細胞に正常の遺伝
子を導入すると，酪酸ナトリウムで死滅するよ
うになることが判明し，上の仮説が成立するこ
とが確認されました。次に，マウスの背中に正
常のp53遺伝子を入れた胃癌細胞を植えつけ，
酪酸ナトリウムを餌に混じて与えてみました。
そうしますと，2～3週間後には一旦形成され
た腫瘍は見事に消失しました。これはあくまで
も動物実験の結果ですので，すぐ臨床応用へと
は簡単に行きませんが，将来，実際の患者さん
の胃癌細胞に正常のp53遺伝子をうまく入れて
やる方法があれば，酪酸ナトリウムが胃癌の治
療薬として用いることもあり得るかもしれませ
ん。
　今後は，酪酸ナトリウムを含有する食物の摂
取量と胃癌の発生率との関係を調べ，両者の関
連性を明らかにしていきたいと考えておりま
す。
　最後に，今回大阪癌研究会より研究助成を受
け，このような研究を進めることができました
ことを，この書面を借りて感謝申し上げます。
＊札幌医科大学医学部内科学第四講座，平成6年度研究助成金交付者
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